
H20.8.1　三芳町議会だより　No.129H20.8.1　三芳町議会だより　No.129

　
は
じ
め
に
Ὶ
紹
介
議
員
の
山
田
政
弘
議
員
よ
り
Ὶ
請
願

第
１
号

ラ
イ
フ
バ
ス
運
行
の
請
願
に
つ
い
て

の
趣
旨

説
明
が
あ
り
Ὶ
そ
の
後
Ὶ
質
疑
を
行
ℕ
た
Ί

　
当
地
域
に
お
い
て
、
住
民
の
交
通
手
段
で
あ
る
バ

ス
が
運
行
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
ラ
イ
フ
バ
ス
の
運
行
を
し
て
い
た
だ

き
た
く
、
請
願
す
る
。

ラ
イ
フ
バ
ス
に
限
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

当
地
域
と
は
、
具
体
的
な
エ
リ
ア
は
。

路
線
変
更
、
新
路
線
、
交
通
事
情
に
よ
り
ラ
イ
フ
バ

ス
を
使
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
請
願
の
地
域

だ
け
で
は
な
く
全
体
と
し
て
考
え
て
か
ま
わ
な
い
か
。

　
そ
の
後
Ὶ
自
治
環
境
課
長
よ
り
Ὶ
三
芳
町
の
ラ
イ
フ
バ

ス
利
用
人
数
Ὶ
近
隣
市
の
状
況
等
の
説
明
が
あ
り
Ὶ
質
疑

を
行
ℕ
た
Ί

　
今
後
の
交
通
弱
者
対
策
の
請
願
と
し
て
受
け
止
め
、

早
急
に
路
線
変
更
等
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
高
齢
化
に
よ
り
、
早
急
に
町
全
体
の
交
通
問
題
を

見
直
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
達
し
、
全
会

一
致
で
﹁
採
択
す
べ
き
も
の
﹂
と
決
定
し
た
。

問
　
以
前
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
注
意
報
を
防
災
無
線
で
知

ら
せ
て
い
た
と
思
う
が
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
大
気

汚
染
が
深
刻
だ
っ
た
時
、
警

報
以
上
に
広
報
車
を
出
し
た

が
、
防
災
無
線
の
利
用
は
確

認
で
き
て
い
な
い
。
現
在
、
町

内
の
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼

稚
園
等
に
連
絡
し
て
い
る
。

問
　
黄
砂
と
と
も
に
汚
染
物

質
が
飛
来
す
る
こ
と
や
、
温

暖
化
な
ど
で
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
発
生
が
増
え
て
い
る
。

施
設
へ
の
連
絡
と
、
防
災
無

線
で
も
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

答
　
自
治
環

境
課
長
　
近

隣
で
実
施
し

て
い
る
。
そ

の
方
向
で
で

き
れ
ば
、
検

討
す
る
。

問

　

健

康

被
害
が
分
か

る
に
は
情
報

が
い
る
。
来

年
か
ら
４
月

頃
の
町
広
報

紙
掲
載
は
。

答
　
自
治
環

境
課
長
　
併

せ

て

検

討

す
る
。

◆
既
に
検
討
を
依
頼
中
！

問
　
藤
久
保
の
都
市
計
画
道

路
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

ほ
ぼ
平
坦
で
15
・
３

と
狭
い

町
内
に
、
ス
ー
パ
ー
・
病
院
・

福
祉
施
設
・
数
多
く
の
企
業
・

農
家
や
多
彩
な
公
共
施
設
が

あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
結

ぶ
足
が
な
い
。

　
誰
も
が
町
内
を
自
由
に
動

け
る
よ
う
、﹁
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
﹂
で
時
間
を
か
け
、
広
く

検
討
し
た
ら
と
思
う
。

　
費
用
負
担
は
出
張
所
・
地

域
福
祉
バ
ス
・
ぬ
く
も
り
健

康
入
浴
や
バ
ス
会
社
へ
の
補

助
金
等
を
︵
総
額
１
億
円
を

超
す
︶
見
直
す
こ
と
と
、
利
用

団
体
、
住
民
か
ら
の
出
資
も

視
野
に
入
れ
た
ら
と
思
う
。

行
政
の
費
用
負
担
を
ど
う
考

え
、
公
共
交
通
の
検
討
は
。

答
　
町
長
　
道
路
完
成
後
に

ラ
イ
フ
バ
ス
の
導
入
を
し
た

い
が
、
決
定
権
は
バ
ス
会
社

に
あ
る
。
ま
だ
論
ず
る
の
は

早
い
。
別
途
、
公
共
施
設
間
を

循
環
す
る
便
︵
車
種
・
停
留
所

含
め
︶
は
、
既
に
外
部
の
協
力

︵
無
償
︶
で
検
討
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
実
現
可
能
か
は
結

果
待
ち
だ
。

　
交
通
機
関
は
充
実
さ
せ
た

い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
。

問
　
中
学
１
年
生
か
ら
３
年

生
の
入
院
医
療
費
無
料
化
は
、

い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
早

い
時
期
に
行
い
た
い
。

問
　
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口

払
い
を
な
く
す
こ
と
も
同
時

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
前

に
も
質
問
を
受
け
て
い
る
が
、

今
す
ぐ
に
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
介
護
保
険
制
度
で
草
加

市
・
越
谷
市
は
減
免
規
程
を

つ
く
っ
て
い
る
が
、
当
町
で

も
具
体
的
に
つ
く
っ
て
は
。

答
　
高
齢
者
支
援
課
長
　
研

究
し
て
み
た
い
。

問
　
介
護
保

険
利
用
料
が

４
分
の
１
か

ら
２
分
の
１

助
成
と
な
る

が
、
実
施
時

期
は
。

答
　
財
政
課

長
　
時
期
に

つ

い

て

は

、

い
ま
検
討
中

だ
。

問
　
妊
婦
健

診
に
つ
い
て
、

日
本
共
産
党

衆
議
院
議
員

は
、
衆
院
外

務
委
員
会
で

14
回
の
支
援

を
求
め
た
。

　
当
町
の
７
回
の
妊
婦
健
診

無
料
化
の
実
施
時
期
は
。

答
　
町
長
　
も
う
少
し
時
間

が
ほ
し
い
。

◆
上
富
学
童
保
育
室
の
設
置

問
　
上
富
小
学
校
に
学
童
保

育
室
が
設
置
さ
れ
る
が
、
来

年
の
４
月
よ
り
入
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
て
よ
い
か
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
そ

の
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
は
問
題

問
　
町
民
の
税
金
で
つ
く
っ

た
﹁
公
の
施
設
﹂
が
、
法
改
正

問
　
国
は
、
道
路
中
期
計
画

で
﹁
国
際
競
争
力
の
確
保
、
地

域
の
自
立
と
活
力
の
強
化
、

環
境
の
保
全
等
に
資
す
る
既

存
高
速
道
路
の
有
効
活
用
﹂

と
し
、
県
は
﹁
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
﹂﹁
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の

埼
玉
プ
ラ
ン
﹂
で
、
圏
央
道
周

辺
地
域
の
産
業
集
積
を
進
め

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

い
る
。
三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

大
型
車
導
入
と
な
れ
ば
、
国

際
競
争
力
、
物
流
の
効
率
化

な
ど
、
国
家
的
政
策
に
い
や

お
う
な
し
に
巻
き
込
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
　
総
合
政
策
室
長
　
具
体

的
な
情
報
は
得
て
い
な
い
。

問
　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
﹁
Ｓ
Ａ

Ｐ
Ａ
接
続
型
﹂
制
度
実
施
要

綱
の
地
域
活
性
化
と
い
う
点

で
は
、
三
芳
町
総
合
振
興
計

画
で
﹁
︵
仮
称
︶
三
芳
バ
ザ
ー

ル
賑
わ
い
公
園
﹂﹁
道
の
駅
構

想
﹂
に
つ
い
て
、
具
体
化
を
検

討
と
あ
る
。
大
型
車
導
入
と

な
れ
ば
、
国
・
県
政
策
と
の
関

係
で
位
置
づ
け
が
変
化
す
る

こ
と
は
必
至
で
は
な
い
か
。

答
　
総
合
政
策
室
長
　
町
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
は
な
く
、
懸
念
は
当
た
ら

な
い
と
思
う
。

問
　
三
芳
Ｐ
Ａ
は
、
人
々
の

暮
ら
し
に
密
接
し
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
国
道
も
住
民
生
活

の
営
み
の
中
に
あ
り
、
ア
ク

セ
ス
道
路
も
三
芳
町
で
は
通

学
路
、
ふ
じ
み
野
市
は
住
宅

が
密
集
し
て
い
る
。
大
型
車

導
入
は
、
環
境
へ
の
負
荷
、
住

民
生
活
へ
の
負
荷
、
財
政
の

負
荷
な
ど
、
大
き
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。
や
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
危
惧
す
る
こ
と

は
分
か
る
が
、
町
の
活
性
化

の
点
で
流
通
関
係
が
圏
央
道

に
出
て
い
か
な
い
よ
う
、
生

き
残
り
戦
が
始
ま
っ
た
と
思

う
。
理
解
し
て

ほ
し
い
。

◆
富
士
塚
公
園

　
の
充
実
を

問
　
富
士
塚
公

園
に
ト
イ
レ
や

樹
木
、
砂
場
等

遊
具
の
増
設
の

声
が
多
い
が
ど

う
か
。

答
　
町
長
　
隣

接
の
ト
イ
レ
を

工

夫

さ

せ

た

い

。

そ

の

他

は
、
区
画
整
理

を
早
期
に
進
め

る
の
で
、
時
間

が
ほ
し
い
。
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に
伴
い
、
民
間
企
業
が
管
理

者
と
な
っ
て
儲
け
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
総
務
省
調
査
で
は
、
株
式

会
社
よ
り
も
公
共
的
団
体
へ

の
管
理
者
指
定
が
多
い
。
こ

れ
は
、
安
全
性
や
持
続
性
の

面
で
、
営
利
企
業
が
公
共
的

団
体
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
だ
か
ら
と
思
う
。

　
当
町
の
３
つ
の
施
設
の
管

理
は
、
公
募
せ
ず
に
社
会
福

祉
協
議
会
で
継
続
す
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。

答
　
総
合
施
策
室
長
　
そ
の

よ
う
な
方
向
で
考
え
た
い
。

町政を問う 町政を問う ８９

日本共産党　吉村美津子　

町
内
の
足
︵
公
共
交
通
︶
は
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
で
検
討
を

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
の
広
報
再
開
へ

社会保障の充実と実施時期について

上富小の学童保育室設置は来年４月か

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
芳
　
神
田
順
子
　

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型
車
導
入

住
民
生
活
に
重
い
負
荷

富
士
塚
公
園
に
ト
イ
レ
・
木
陰
・
遊
具
等
を

日
本
共
産
党
　
光
下
重
之
　

学童保育室設置が望まれる上富小学校

トイレ等の整備が待たれる富士塚公園
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